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「とびうめ＠きたきゅう」について
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※パーセンテージ（％）は、全ての登録者を65歳以上と仮定した場合の登録割合を参考に算出したもの。
※登録者数は、市外への転出者数や死亡者数を含んでいる。

行政区 登録者数 参考︓65歳以上
(R7.3.31時点)

門司区 6,108 17.9% 34,052

小倉北区 6,033 11.6% 52,008

小倉南区 9,706 16.2% 60,021

若松区 5,016 19.0% 26,332

八幡東区 5,419 24.4% 22,182

八幡西区 15,361 20.5% 74,861

戸畑区 3,427 19.1% 17,645

合計 51,070 17.8% 287,101
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登録者数（行政区別）
令和7年5月末時点



種別（事業所区分） 同意取得件数
(令和7年5月末時点)

前月末比

病院 2,059 0

診療所 5,361 +7

歯科診療所 106 0

訪問看護ステーション 199 0

居宅介護支援（ケアマネ）事業所 6,217 +5

特別養護老人ホーム 945 +2

介護老人保健施設 159 0

薬局 312 0

在宅医療・介護連携支援センター 2,021 0

区役所 4,567 +16

その他(自治会等) 8,865 +25

要介護認定・要支援認定等申請書 23,551 +450

合 計 54,812 +505

種別ごとで集めた同意取得件数

※上記は同意取得件数であり、取得から登録までのタイムラグや重複申込等があるため、登録者数とは一致しない。 3

「とびうめ＠きたきゅう」に関する周知等について

R2

R3

■ ５月 〇市内のとびうめネット導入医療機関に「とびうめ＠きたきゅう」開始のお知らせ
■ ６月 〇市内のとびうめネット導入医療機関での閲覧開始 (八幡地区モデル実施から全市展開へ）

〇市内の病院、診療所、訪看ＳＴ、ＣＭ事業所、特養、老健に登録協力を依頼
〇市民説明用動画「T@K NEWS」をYouTubeで公開、市政だよりに記事掲載

■ ７月 〇自治会、民生児童委員、老人クラブ、社会福祉協議会への周知
■ ８月 〇各区地域包括支援センターでの「とびうめ＠きたきゅう」閲覧開始
■ ９月 〇市内すべての市民センターへ登録申出書の設置・受取を依頼
■１１月 〇各区保護課に登録申出書取得の協力を依頼

〇医療・介護連携ルールの活用状況調査の実施（以降、毎年度実施）
■ １月 〇消防団への登録の協力をお願い
■ ２月 〇生活保護者の医療情報提供開始
■ ３月 〇登録申出書の受付先の公表
■ ４月 〇登録者数の公表、医療・介護連携プロジェクトのリーフレットの作成

〇各種広報物（市政だより、高齢者のためのサービスガイド、国保のてびき、
みんなで支え合う介護保険、保健福祉レポート等）に記事掲載

■１２月 〇要介護認定・要支援認定等申請書に「とびうめ＠きたきゅう」登録同意欄を追加
■ ４月 〇各種広報物への記事掲載
■ ７月 〇消防局での「とびうめ＠きたきゅう」閲覧開始

〇要介護認定・要支援認定等申請書記入例にＱＲコード追加
■ ４月 〇各種広報物への記事掲載
■ ４月 〇各種広報物への記事掲載
■ ６月 〇いきいき安心訪問事業（女性消防団員の単身高齢世帯訪問）による啓発開始
■ ７月 〇すべての登録者と県内のとびうめネット導入の二次・三次救急医療機関に

市外展開開始のお知らせ
■ ８月 〇市外展開開始（県内とびうめネット導入の二次・三次救急医療機関を追加）

〇とびうめ＠きたきゅう参加医療機関一覧の市ホームページへの掲載開始

R4
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病院窓口ガイド

〇 在宅医療の提供状況の把握を目的に、平成26年度から１、２年おきに調査。

▶ 調査対象 市内の病院、診療所、歯科診療所、薬局、訪問看護、訪問リハ

▶ 調査時期 令和７年１月（１か月間） ※現在、集計中

➡ 調査結果は「きたきゅう在宅医療情報なび」に反映

医療・介護連携ルール

とびうめ＠きたきゅう

【参考】「在宅医療資源及び在宅医療の提供等に関する調査」の実施について

■今年度も掲載病院(市外含む84病院)に、掲載内容の確認（時点修正等）を実施
※更新改訂後、令和８年春頃に発行予定

北九州医療・介護連携プロジェクト
取組状況
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■プロジェクトの進捗を定期的に把握するため、
今年度も『医療・介護連携ルール等活用状況調査』（CM用・病院用）を実施

※調査票をPJ会議で確認の上、実施予定

■市外展開の開始（令和６年８月〜）により、県内二次・三次救急医療機関でも閲覧可能に
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【令和7年度 在宅医療普及啓発事業】事業内容

〇 在宅医療に取り組む医師の確保や在宅医療への理解促進を図るため、以下の取組を実施予定

① 医師等を対象とした研修会の開催
在宅医療を実施するための動機付けや必要な知識の習得、在宅医療分野への新規参入・
拡充の促進を目的とした研修会（座学形式研修・同行訪問診療研修）を開催

① 啓発チラシの作成
医療や介護の現場でも使用しやすい患者・家族向けの啓発チラシ（在宅医療・ACP）
⇒ ACPのチラシを修正もしくは増刷予定。

１ 研修

② 市民向け講演会の開催（R８年１月）
市民向けに、在宅医療・介護連携支援センターによるACPの講演会を開催。

２ 印刷物

② 医療機関向けパンフレット作成
医療機関が患者に説明する際に使用できるパンフレットを作成予定（在宅医療とは・
費用・看取り等について）。


